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道路賠償事故発生を抑制し、安
全安心を確保する。年間賠償事
故発生件数

主管課

①

現状と課題

　道路を常に良好な状態に保ち、道路の欠陥箇所が原因による事故を抑制する必要がある。
　集中豪雨や台風による災害防止のための河川水路管理が必要である。
　道路や河川等の用地を管理するため行っている境界確認は公共事業の円滑化や道路河川等の整備を進めるうえで不
可欠である。
法定外公共物の管理についても、道路・河川等の用地に関する境界確認同様に用地管理が必要である。

めざす将来像
（あるべき姿、基本的

な考え方）

　道路等を常に良好な状態に保ち、一般交通に支障をおよぼさないように維持管理することで道路における事故防止に
つながり、道路賠償事故の発生を抑制します。
　道路等の境界は、区域と一致していることが望ましいが、現況と公図が著しく変わっていることがある。未登記道路の解
消を図ることにより、境界による問題の発生を抑制する。
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建設課

　道路等を常に良好な状態に保ち、一般交通に支障をおよぼさないように維持管理することで道路における事故防止につなが
り、道路賠償事故の発生を抑制します。
　道路等の境界は、区域と一致していることが望ましいが、現況と公図が著しく変わっていることがある。未登記道路の解消を図
ることにより、境界による問題の発生を抑制する。
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施策等名称 道路・河川管理対策
体系番号 0501010301
主管課 建設課
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